
9
月
16
日
か
ら
17
日
に
か
け
て
、

第
52
回
上
北
地
方
中
学
校
体
育
大
会

新
人
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

前
日
の
15
日
、
本
校
講
堂
（
体
育

館
）
に
お
い
て
壮
行
式
が
行
わ
れ
、

ス
テ
ー
ジ
上
で
は
、
各
部
活
動
の
選

手
一
人
一
人
が
、
大
会
へ
の
意
気
込

み
を
発
表
し
ま
し
た
。
選
手
宣
誓
で

は
、
野
球
部
川
村
莉
空
さ
ん
、
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
部
橋
本
椿
咲
さ
ん
、
陸
上

競
技
部
木
村
若
聖
さ
ん
が
選
手
代
表

と
し
て
元
気
な
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
野
球
部
が
、
横
浜
中
、

六
ヶ
所
一
中
と
の
合
同
チ
ー
ム
を
結

成
し
て
優
勝
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
は

女
子
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
へ
進
出
、

陸
上
競
技

部
は
３
種

目
で
１
位

ほ
か
さ
ま

ざ
ま
な
種

目
で
入
賞

を
果
た
し

ま
し
た
。

■
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
（
９
月
16
日
、

17
日

お
い
せ
町
民
交
流
セ
ン
タ
ー
）

予
選
ブ
ロ
ッ
ク

六
ヶ
所
二

17
ー
25

泊

25
ー
22

総
得
点
数
で
泊
中
の
勝
利

敗
者
復
活
戦
（
１
セ
ッ
ト
）

六
ヶ
所
二

25
ー
15

六
戸

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
準
々
決
勝

六
ヶ
所
二

14
ー
25

三
沢
一

4
ー
25

■
野
球
部

高
屋
敷
煌
さ
ん
（
２
年
）

中
体
連
前
の
練
習
で
は
、
み
ん
な

が
団
結
し
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て

練
習
が
で
き
ま
し
た
。
３
分
前
行
動

を
意
識
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
３
年

生
に
な
っ
て
も
大
事
な
こ
と
な
の
で
、

今
か
ら
心
が
け
て
行
動
し
た
い
で
す
。

■
野
球
部

三
浦
鯉
空
さ
ん
（
１
年
）

練
習
は
が
ん
ば
っ
て
い
た
の
で
す

が
、
試
合
に
で
き
る
こ
と
が
で
き
ず

悔
し
い
で
す
。
新
人
戦
の
目
標
で
あ

る
大
き
な
声
が
け
で
チ
ー
ム
の
流
れ

変
え
ら
れ
る
よ
う
な
声
を
出
せ
た
と

思
う
の
で
良
か
っ
た
で
す
。

■
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

沼
端
涼
桜
さ
ん
（
２
年
）

２
年
生
中
心
に
な
っ
て
か
ら
の
初

め
て
の
試
合
で
し
た
。
チ
ー
ム
み
ん

な
で
協
力
を
し
て
、
２
日
目
に
進
む

こ
と
が
で
き
て
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
試
合
も
、
勝
っ
て
い
け

る
よ
う
に
日
々
の
部
活
動
を
が
ん
ば

っ
て
い
き
た
い
で
す
。

■
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

佐
藤
い
ち
か
さ
ん
（
１
年
）

こ
れ
ま
で
の
練
習
の
成
果
を
発
揮

で
き
た
新
人
戦
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

全
員
が
大
き
な
声
を
出
し
て
、
全
力

で
が
ん
ば
っ
て
い
ま
し
た
。
私
も
で

き
る
だ
け
大
き
な
声
を
出
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
っ
と
練
習
を
し
て
強
く

な
り
た
い
で
す
。

■
陸
上
競
技
部

浜
飯
吏
琉
さ
ん
（
２
年
）

新
人
戦
で
は
自
分
の
目
標
を
達
成

す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
納
得
で
き
る

走
り
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ

か
ら
は
、
基
礎
と
な
る
体
力
づ
く
り

を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
陸
上
競
技
部

河
原
木
瑛
飛
さ
ん
（
１
年
）

初
め
て
の
新
人
戦
で
し
た
が
、
自

己
ベ
ス
ト
を
出
せ
て
よ
か
っ
た
し
、

リ
レ
ー
は
練
習
し
て
き
た
バ
ト
ン
の

渡
し
方
が
う
ま
く
い
っ
た
の
で
よ
か

っ
た
で
す
。
来
年
も
、
自
己
ベ
ス
ト

を
更
新
で
き
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま

す
。

■
吹
奏
楽
部

小
泉
花
恋
さ
ん
（
２
年
）

今
回
は
野
球
部
が
横
浜
中
学
校
と

合
同
だ
っ
た
の
で
、
横
浜
中
学
校
の

吹
奏
楽
部
と
一
緒
に
応
援
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
決
勝
戦
が
接
戦
で

と
て
も
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。

■
吹
奏
楽
部

岩
﨑
咲
由
梨
さ
ん
（
２
年
）

中
体
連
夏
季
大
会
の
時
よ
り
も
吹

い
て
い
る
時
間
が
増
え
ま
し
た
が
、

最
後
ま
で
吹
き
き
れ
て
よ
か
っ
た
で

す
。
次
の
大
会
も
応
援
を
が
ん
ば
り

た
い
で
す
。

９
月
27
日
昼
休
み
に
県
大
会
壮
行

式
が
行
わ
れ
、
中
体
連
新
人
大
会

で
入
賞
し
た
野
球
部
、
陸
上
競
技

部
の
選
手
が
県
大
会
で
の
健
闘
を

誓
い
ま
し
た
。

■
第
38
回
青
森
県
中
学
校
新
人
野

球
大
会
は
、
９
月
30
日
（
土
）
、

10
月
１
日
（
日
）
に
む
つ
市
の
む

つ
運
動
公
園
野
球
場
、
あ
さ
ひ
な

丘
球
場
を
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ

ま
す
。
本
校
は
、
２
回
戦
弘
前
三

中
と
、
９
月
30
日
（
土
）
あ
さ
ひ

な
丘
球
場
に
お
い
て
10
時
30
分
か

ら
対
戦
に
な
り
ま
す
。

■
第
33
回
青
森
県
中
学
校
新
人
陸

上
競
技
選
手
権
大
会
は
９
月
30
日

（
土
）
、
10
月
１
日
（
日
）
に
む

つ
市
の
む
つ
運
動
公
園
陸
上
競
技

場
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

2023年９月29日(金) 二 中 だ よ り 第６号( 1 )

９
月
の
大
会
・
検
定

■
お
知
ら
せ
■

第
28
回
二
中
祭
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
「
百
花
繚
乱
〜
青
春
の
花
を

散
ら
せ
！
」
に
決
定
し
ま
し
た
。

二
中
祭
で
は
、
９
月
13
日
（
金
）
開
祭
式
、
ス
テ
ー
ジ
発

表
「
Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
☆
ｔ
ｉ
ｍ
ｅ
」
、
９
月
14
日
（
土
）
神
楽
発
表
、

吹
奏
楽
発
表
、
合
唱
な
ど
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
各

教
室
に
お
い
て
様
々
な
展
示
を
行
い
ま
す
。
現
在
、
二
中
祭
の

発
表
、
展
示
に
向
け
て
準
備
、
練
習
を
進
め
て
い
ま
す
。
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９月２９日
（金曜日）

10月 3日(火)～6日（木）

清掃強調週間

10月 5日(木) 北地区授業研究会

（午前授業）

10月 6日(金) 修学旅行保護者説明会

（２学年）

10月13日(金) 二中祭開祭式

10月14日(土) 二中祭

10月16日(月) 交換休業日

10月18日(水) 食の指導（２学年）

10月20日(金) 大清掃

漢字検定

10月23日(月) 性に関する講話

10月27日(金) ＪＡＥＴ全国大会

10月31日(火) よい食生活促進事業

（２学年）

10月のおもな行事

■
陸
上
競
技
（
９
月
16
日
、
17
日
、

六
ヶ
所
村
大
石
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
）

【
男
子
】

共
通
３
０
０
０
㍍
１
位

中
岫
奏
輔
さ
ん

１
年
走
幅
跳

８
位

小
泉
那
月
さ
ん

１
年
４
０
０
㍍
リ
レ
ー
７
位

田
村
友
真
さ
ん

小
泉
那
月
さ
ん

栁
田
伊
吹
さ
ん

河
原
木
瑛
飛
さ
ん

【
女
子
】

１
年
１
０
０
㍍
１
位

福
岡

凜
さ
ん

２
年
２
０
０
㍍
１
位

田
村
涼
華
さ
ん

４
位

藤
谷
し
ず
く
さ
ん

１
年
走
幅
跳

３
位

斗
沢
萌
那
さ
ん

共
通
４
０
０
㍍
リ
レ
ー
２
位

藤
谷
し
ず
く
さ
ん

福
岡

凜
さ
ん

斗
沢
萌
那
さ
ん

田
村
涼
華
さ
ん

中
岫
奏
輔
さ
ん

、
田
村
涼
華
さ
ん

、

藤
谷
し
ず
く
さ
ん

、
福
岡
凜
さ
ん

、
斗
沢

萌
那
さ
ん

は
、
９
月
30
日
か
ら
む
つ
市

で
開
催
さ
れ
る
は
第
33
回
青
森
県

中
学
校
新
人
陸
上
競
技
選
手
権
大

会
に
出
場
し
ま
す
。

中
体
連
新
人
大
会

上北
地方野

球
優
勝

陸
上
競
技
３
種
目
１
位

は
じ
め
、
各
部
と
も
健
闘
！

■
野
球
競
技

本
校
は
、
横
浜
中
、

六
ヶ
所
一
中
と
合
同
チ
ー
ム
と
し
て

出
場
し
ま
し
た
。

１
回
戦
（
９
月
16
日
、
三
沢
市
楽
天

イ
ー
グ
ル
ス
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
三
沢
）

三
沢
二

０
０
０
０
１
０

１

合

同

２
０
２
０
０
4X

8X

６
回
７
点
差
コ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム

準
決
勝
（
９
月
17
日
、
六
戸
町
総
合

運
動
公
園
メ
イ
プ
ル
ス
タ
ジ
ア
ム
）

三
沢
三

１
０
０
０
１

２

合

同

１
１
２
１
4X

9X

５
回
７
点
差
コ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム

決
勝三

本
木

０
１
０
１
０
０
０
０

２

合

同

０
０
０
２
０
０
０
1X

3X

延
長
８
回
タ
イ
ブ
レ
ー
ク

野
球
部
は
９
月
30
日
か
ら
む
つ
市

で
開
催
さ
れ
る
第
38
回
青
森
県
中
学

校
新
人
野
球
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

新
人
大
会
各
部
の
活
躍

新
人
大
会
を
振
り
返
っ
て

県
大
会
壮
行
式

■
Ｊ
Ｆ
Ａ
第
14
回
全
日
本
Ｕ
15
女
子

フ
ッ
ト
サ
ル
選
手
権
大
会

青
森
大

会
（
９
月
９
日
、
つ
が
る
市
柏
総
合

体
育
セ
ン
タ
ー

ア
リ
ー
ナ
）

準
優
勝

ト
リ
ア
ス
七
戸
Ｓ
Ｃ
デ

ィ
オ
サ
（
木
村
華
恋
さ
ん

、

小
泉
心
優
さ
ん

が
所
属
）



ミ
サ
イ
ル
発
射
に
よ
る
全
国
瞬

時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）

に
関
す
る
避
難
訓
練
が
９
月

26
日

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
訓
練
で
す
。
直
ち
に
避
難
。
直

ち
に
避
難
。
生
徒
、
職
員
は
体
育

館
に
避
難
し
な
さ
い
。
10
分
後
、

東
北
北
部
に
ミ
サ
イ
ル
が
落
下
す

る
も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。
直
ち
に

避
難
し
な
さ
い
。
」
避
難
を
指
示
す

る
放
送
が
入
る
と
、
全
校
生
徒
は

無
言
で
講
堂
（
体
育
館
）
に
集
合

し
ま
し
た
。
全
校
が
集
合
し
、

点
呼
が
済
む
ま
で
の
時
間
は
２
分

を
切
り
、
素
早
く
正
確
に
避
難
を

完
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
は
、
「
①
避
難
の
原
則

に
つ
い
て
理
解
し
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト

が
発
せ
ら
れ
た
際
に
、
落
ち
着
い

て
判
断
し
、
安
全
か
つ
迅
速
に
避

難
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
②
非
常

時
に
備
え
、
訓
練
を
積
む
こ
と
に

よ
っ
て
自
他
の
生
命
を
守
る
態
度

を
養
う
。
」

こ
と
を
ね

ら
い
と
し

て
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

担
当
の

岩
倉
教
諭

か

ら

、

「
屋
外
に

い
た
場
合
は
、
素
早
く
建
物
の
中

ま
た
は
地
下
に
避
難
す
る
こ
と
。

も
し
、
近
く
に
建
物
が
な
い
場
合

は
、
物
陰
に
身
を
隠
す
か
地
面
に

伏
せ
頭
部
を
守
る
こ
と
。
屋
内
の

場
合
は
、
爆
風
に
よ
る
窓
ガ
ラ
ス

か
ら
身
を
守
る
た
め
に
、
窓
か
ら

離
れ
る
か
窓
の
な
い
部
屋
に
避
難

す
る
こ
と
」
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

映
像
を
も
と
に
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

■
２
年

三
浦
心
春
さ
ん

今
回
の
避
難
訓
練
で
、
Ｊ
ア
ラ

ー
ト
が
鳴
っ
た
時
の
避
難
の
方
法

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
学

校
に
い
る
と
き
は
、
み
ん
な
も
い

る
の
で
少
し
は
安
心
で
す
が
、
家

で
は
一
人
で
い
る
と
き
も
あ
る
の

で
、
一
人
で
も
落
ち
着
い
て
窓
の

な
い
部
屋
に
隠
れ
、
命
を
守
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
避
難
の
場

所
に
行
っ
て
終
わ
り
で
は
な
く
、

き
ち
ん
と
頭
を
守
る
と
こ
ろ
ま
で

素
早
く
行
い
た
い
で
す
。
自
分
が

い
る
場
所
や
状
況
で
避
難
場
所
や

避
難
の
方
法
が
変
わ
る
の
で
、
時

と
場
に
合
わ
せ
た
行
動
を
行
い
た

い
で
す
。

■
３
年

佐
藤
大
斗
さ
ん

自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
。
今

日
の
避
難
訓
練
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト

が
鳴
っ
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
と
き
は
、
駆
け
足

で
移
動
す
る
ん
だ
と
思
い
、
い
つ

も
ど
お
り
の
歩
い
て
の
移
動
に
な

ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
避
難

で
き
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

岩
倉
先
生
か
ら
言
わ
れ
た
地
下
室

の
こ
と
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
忘
れ

て
い
ま
し
た
が
、
体
育
館
の
地
下

室
の
場
所
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

９
月

28
日
、
、
六
ヶ
所
村
文
化

交
流
プ
ラ
ザ
・
ス
ワ
ニ
ー
大
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、
中
学
校
・
高
等
学

校
芸
術
鑑
賞
教
室
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

今
年
度
は
、
劇
団
わ
ら
び
座
が

演
じ
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
い
つ
だ

っ
て
青
空
〜
ブ
ル
マ
ー
先
生
の
夢
」

で
し
た
。

こ
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
は
、
明
治

時
代
に
ア
メ
リ
カ
留
学
か
ら
帰
国

し
た
一
人
の
女
性
が
、
東
京
高
等

女
子
師
範
学
校
（
現
お
茶
の
水
女

子
大
学
）
の
教
員
と
な
り
、「
女
子

に
体
育
を
教
え
る
女
性
教
師
」
の

育
成
に
挑
ん
だ
物
語
で
す
。

そ
の
女
性
と
は
、
秋
田
市
（
旧

久
保
田
藩
南
秋
田
郡
）
出
身
の

井
口
阿
く
り
で
す
。
女
性
が
運
動

い
の
く
ち

あ

を
す
る
こ
と
へ
の
理
解
が
な
か
っ

た
時
代
に
、
ア
メ
リ
カ
で
女
子
体

育
教
育
を
学
び
、
日
本
で
も
「
女

性
が
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
」
こ
と
に

尽
力
し
た
人
物
で
す
。

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
鑑
賞
し
た
生

徒
は
、
「
井
口
さ
ん
の
一
生
が
よ
く

分
か
っ
た
。
」
「
ダ
ン
ス
や
歌
が
多

く
、
面
白
か
っ
た
。
」
「
表
現
力
が

豊
か
だ
っ
た
。
ダ
ン
ス
や
歌
が
上

手
だ
っ
た
。
」
「
女
性
が
早
く
か
ら

体
育
、
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
関
わ

り
、
開
拓
を
し
て
い
っ
た
こ
と
を

知
ら
な
か
っ
た
の
で
、
面
白
か
っ

た
し
、
興
味
が
深
ま
っ
た
。
」
な
ど

の
感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。
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前
回
、
世
界
遺
産
の
宮
島
（
厳

島
）
と
広
島
の
原
爆
ド
ー
ム
を
紹
介

し
ま
し
た
。
原
爆
ド
ー
ム
は
「
世
界

の
恒
久
的
な
平
和
の
大
切
さ
を
訴
え

る
人
類
共
通
の
平
和
記
念
碑
」
と
し

て
登
録
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
回
は
そ

れ
に
関
連
し
て
宮
島
と
同
じ
く
瀬
戸

内
海
に
浮
か
ぶ
大
久
野
島
を
紹
介
し

お

お

く

の

ま
す
。

大
久
野
島
は
、
「
山
陽
の
小
京

都
」
と
も
い
わ
れ
る
竹
原
の
沖
に
位

置
す
る
周
囲
４
キ
ロ
ほ
ど
の
小
さ
な

島
で
、
対
岸
の
忠
海
港
か
ら
フ
ェ

た
だ
の
う
み

リ
ー
で
15
分

ほ
ど
で
到
着

し
ま
す
。
フ

ェ
リ
ー
を
降

り
る
と
、
人

の
足
音
を
聞

き
つ
け
て
、

た
く
さ
ん
の

う
さ
ぎ
が
え
さ
を
も
ら
う
た
め
に
駆

け
寄
っ
て
き
ま
す
。
最
近
は
、
「
う

さ
ぎ
の
島
」
と
し
て
有
名
に
な
り
、

忠
海
港
に
あ
る
フ
ェ
リ
ー
の
チ
ケ
ッ

ト
販
売
所
は
お
し
ゃ
れ
な
建
物
に
な

り
ま
し
た
。
特
に
、
「
う
さ
ぎ

の
耳
の
集
音
器
」
は
フ
ォ
ト
ス

ポ
ッ
ト
と
し
て
も
人
気
で
す
。

ま
た
、
島
内
に
は
、
ホ
テ
ル
や

キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
の
リ
ゾ
ー
ト

施
設
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

島
内
を
散
策
し
て
い
る
と
、

「
防
空
壕
」
「
発
電
所
跡
」

「

砲

台

跡
」
な
ど

の
看
板
が

あ
り
ま
す
。
実

は
、
大
久
野
島

は
１
９
２
７

（
昭
和
２
）
年

に
全
域
が
旧
陸

軍
の
管
理
下
に
置
か
れ
た
島
で
し

た
。
当
時
、
こ
の
島
の
こ
と
は
徹
底

的
に
秘
密
に
さ
れ
ま
し
た
。
戦
時
中

は
、
秘
密
を
守
る
た
め
地
図
上
か
ら

消
さ
れ
、
こ
の
あ
た
り
を
通
過
す
る

汽
車
か
ら
は
海
側
が
見
え
な
い
よ

う
に
窓
の
鎧
戸
を
閉
め
て
い
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

現
在
で
も
「
地
図
か
ら
消
さ
れ
た

島
」
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
大
久
野
島
に
は
ど

の
よ
う
な
軍
事
的
な
秘
密
が
あ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
答
え
は
、
島
内
に
あ
る
小
さ

な
資
料
館
に
あ
り
ま
す
。
「
大
久
野

島
毒
ガ
ス
資
料
館
」
に
は
、
か
つ
て

こ
の
島
に
あ
っ
た
毒
ガ
ス
工
場
に
関

す
る
資
料
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

毒
ガ
ス
の
製
造
は
１
９
２
９
（
昭
和

４
）
年
に
「
東
京
第
２
陸
軍
造
兵

廠
忠
海
製
造
所
」
が
建
設
さ
れ
、

１
９
４
５
年
の
敗
戦
ま
で
続
き
ま
し

た
。
こ
こ
で
は
、
皮
膚
や
気
道
を
た

だ
れ
さ
せ
る
効
果
を
持
つ
数
種
類
の

毒
ガ
ス
な
ど
を
製
造
し
て
い
た
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
工
場
で
は
終
戦
ま
で

の
間
、
工
員
や
徴
用
さ
れ
た
学
生
な

ど
計
約
６
０
０
０
人
以
上
が
製
造
に

従
事
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
大
久
野
島
は
、
日
露
戦
争

（
１
９
０
４
〜
１
９
０
５
年
）
に
備

え
、
瀬
戸
内
海
へ
の
敵
艦
船
の
侵
入

を
阻
止
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た

芸
予
要
塞
の
一
つ
で
し
た
。
現
在
で

げ

い

よ

も
、
ロ
シ
ア
艦
隊
の
来
襲
に
備
え
た

砲
台
跡
な
ど
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
し
か
し
、
こ
の
要
塞
は
使
用
さ

れ
る
こ
と
な
く
、
１
９
２
４
年
に
廃

止
さ
れ
ま
し

た
。次

回
は
２
年

生
の
修
学
旅
行

先
で
あ
る
東
京

に
関
す
る
話
題

を
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
！

そ
の
時
ど
う
し
ま
す
か

コラム日本の文化財⑥ 大久野島

芸
術
鑑
賞
教
室

爆風による破片から頭部を
守る態勢をとる訓練

避難
訓練

うさぎの耳の集音器。ここ
は、写真撮影の順番を待つ
人で行列になります。

島内にある防空壕跡。この
ような戦時中の建造物が島
内にそのまま残っていま
す。

発電所跡。トンネルの奥に発
電所跡があります。ここで
も、足音を聞いて、たくさん
のうさぎが集まってきます。

「どのように勉強すればいいですか」とい

う質問を受けることがあります。勉強方法

は、色々ありますし、その勉強方法がその

人に合う、合わないということもありま

す。そう考えると、自分で色々と勉強方法

に関する情報を集め、試行錯誤をしなが

ら、自分にあった勉強方法を確立してい

く、という方法にたどり着きます。

このことを踏まえたうえで、情報の一つ

として参考になれればと思い、「学習に工

夫を」というコラムを３回に分けて掲載し

たいと思います。

今回は、「授業のノート」についてで

す。最近は、タブレットを使用して学習す

る機会が増えましたが、ノートの書き方に

ついて改めてみてみたいと思います。

基本は、「自分がその授業でのことを再

生・再現できる記録を！」です。そのノー

トを見ると、その授業でどんな内容を学ん

だのか、思い出せるノートが素晴らしいと

思います。

右のノートは学習プリントへの記入とし

て参考になると思います。文字が小さく内

容までは読み取れないと思いますが、全体

的な様子を参考にしてください。

工夫がみられるのは、①板書やプリント

をそのままにせず、自分の言葉で付け加え

ているところです。先生が授業中に補足し

たり、簡単に言い換えたりした言葉は、後

々の記憶の再生に大きな役割を果たしま

す。また、先生の脱線話なども意外に役立

つことがあります。②色ペンに意味を持た

せています。例えば、「赤」は先生が言っ

た補足、「青」は自分で加えた補足などで

す。③また、矢印などを用いて、何がどう

つながっているのか線で結びつけていま

す。

次回はこれら「色」と「線」をどう使っ

ていくのか詳しく触れてみたいと思いま

す。少しでも参考になれば幸いです。
学習に工夫を①

このコラムで紹介するノートは20年以上前の生
徒が作ったノートです。後々の生徒の参考になる

素晴らしいノートだったので、ぜひ参考として紹

介させてほしいとお願いし、数名の生徒から卒業

時に寄贈してもらったものです。当時の印刷紙

は更紙（西洋紙）なので時代とともにいたんで

きましたが、大切に保管しています。


